【番外編２・最期から二番目の思想】
誰も居ない教室の片隅の席で、彼は頬杖をついて窓の外を眺めていた。
昼下がり、他の級友達は外で訓練を受けている。
警察学校に入って半年、ここの生活にようやく馴れて来たはずだった。
ガラリという音がして、ドアが開き、教官が一人、入ってきた。
胸元の名札には「陸 啓昌」という名が刻まれている。
生徒は振りかえらずに、そのまま外を見つづけていたが
「-----番」
番号を呼ばれ、ようやく振りかえった。
ルクは振りかえった彼に歩み寄り、彼の前に立つ。
「-----番、ロ・ガイ。」
名前を言われ、彼-ロ・ガイは渋々立ちあがり、敬礼した。
「座って構わない。」
ルクはロ・ガイにそう促すと、ロ・ガイは席に座った。
ルクも隣りの席に腰を下ろす。
「失語症…と聞いたが、本当に声が出ないのか？」
この教官-ルクは、いつも単刀直入にモノを言う。
ロ・ガイはそんな彼を教師として嫌いではなかったハズだが、今日ばかりはなんだか、うっとおしかった。
ロ・ガイは返事をせずにまた窓の外に顔を向ける。
どうせ退学になるのは解っている。
それで無くとも、自分はいつも問題児だったのだ。
これが良いキッカケだ。としか思っていない。
「原因は、不明…。いつ治るかも解らない…。」
ルクは持ってきた資料に目を通しながら呟く。
ロ・ガイはポケットから1枚の紙を取り出して、ルクの目の前に置いた。
ルクはそれを手に取り、広げ、中を読んで溜息をついた。
「退学届…か…。仕方ないな。」
ロ・ガイはそれを聞くと、もう用は済んだと言わんばかりに立ちあがり、荷物に手をかけた。が、ルクは、慌ててそれを制止した。
「まて。お前、もしもまだ警察官になりたいのなら、俺の話を聞いてくれ。」
その言葉に、ロ・ガイは振りかえり、思わず「何をバカな事を」と言おうとしたが、声にならなかった。
ルクは、真剣にロ・ガイを見つめ、切り出した。
「お前は成績は優秀だが、喧嘩早いところが問題だった。すぐにチンピラ相手に喧嘩するところがな。全く、どっちが黒社会か解らない。だが、そんなお前にだからこそ、頼みたい事が有る---」
それは、荊の道。
けして、振り返る事も、退き返す事も出来ない道。
だが、ロ・ガイは迷わなかった。
どうせ同じ「警官」として生きるなら、より、険しく、危険な道の方が、おそらく、何倍も、スリリングで、気持良い---。
ロ・ガイは退学してすぐに街に居た。
元々は人付き合いも、話しをするのも苦手な性格。
声が出ない事に、特別不自由を感じた事はなかった。
持ち前の恵まれた大柄な体格。そして力。
それさえあれば、夜の街で生きていくことに不自由はしないし、警察学校を”退学”になってから、街で喧嘩の強さをアピールしているとすぐに、黒社会への”潜入”は果たせた。
ここ近年、賭場の経営に成功し、その力を広げつつあるンガイ家の三叔に拾われた。
「喋れないと言うのは何の弊害にもならない。むしろ、この世界じゃその方が都合が良い事が多いもんだ。」
三叔はそう言って、ロ・ガイを気に入っていた。
それから、すぐにボスの嫡子であるンガイ家次男のガードに付くことになった。
---　”無口”で腕のたつ、次期ボスの腹心。
ロ・ガイのここまでの階段は、あまりに順調だった。
ただひとつ---自分の”想い”を除いて…。
ハウのガードについて数日が過ぎたその夜、ロ・ガイはハウの部屋に呼ばれた。
クワンの部屋や書斎よりも少し狭いが、まるで事務所のような部屋で、物が沢山あるのに、何故か殺風景な印象さえもつ。
ハウは部屋の中央に置かれた一人掛けのソファに腰を降ろすと、彼を向かいのソファに座る様に促した。
「ロ・ガイ、私達が初めて会った日の事を覚えているか？」
そう聞かれ、ロ・ガイは驚いた様に顔をあげると曖昧に頷いた。
それをみたハウは苦笑し、テーブルの上の酒とグラスに手を伸ばす。
ロ・ガイは自分がやると言うように手を伸ばしたが、ハウはそれを柔らかい手の仕草で静止した。
「ココは私の部屋だ。私の好きな様にさせてくれ」
そう言って、グラスに酒を注ぐと、ロ・ガイに差し出す。想わず、恐縮しながらそれを受け取るロ・ガイに、ハウは微笑んだ。
軽く、グラスを合わせると、チンと綺麗な音が小さく響いた。
ハウは一口呑むと、言った。
「蘭桂坊に居ただろう」
率直な言葉に、ロ・ガイは驚いてハウを観返す。
それを見て、ハウは微笑む。
「あそこが、どんな場所か、知らないわけ無いよな。」
今度はタバコを取り出し、自ら1本火をつけ、そして、立ちあがるとロ・ガイに近づき、咥えていた煙草を手に取り、そのままロ・ガイの口に咥えさせる。
一連の流れるような優雅な仕草に、ロ・ガイは何も出来なかった。
それから、ハウはもう一本煙草を取り出すと、自分の口に咥え、そして、ロ・ガイの正面から彼の脚の間に片膝をつき、覆い被さった。
ロ・ガイの顔の真正面、煙草が無ければ息のかかりそうな距離にハウの顔があった。
ハウは、ロ・ガイの瞳を見つめたまま、ロ・ガイの煙草から火を盗む。
それは、あの日と同じ仕草。
ハウは煙草を口から離すと、わざとロ・ガイの顔にかかるように、かるく紫煙を吐き出した。
しかし、ロ・ガイは緊張した面持ちのまま、動く事が出来ずに居た。
そんな彼にハウは瞳をじっとみつめたまま、ロ・ガイの口から煙草を取り上げ、テーブルのグラスの中に放りこむ。
そして、顎を少しあげて見下す様にロ・ガイを見つめて言った
「私を、抱きたいか？」
その言葉に、ロ・ガイは我に返ってハッとし、ハウから離れようと僅かに躰を動かしたが、その動きはハウからの突然の口付けで押さえこまれ、ロ・ガイは凍りついた様に動けなくなった。
しかし、ハウの舌が、歯列を割り、ロ・ガイの舌に絡まり始めると、ロ・ガイは、その動きに答えはじめていた。
だが、ハウの手が、ロ・ガイの胸に置かれ、服の上から腹をなぞる様に下り、下腹部に触れた途端、ついにロ・ガイはハウを押しのけていた。
ロ・ガイの顔は、いつになく上気し、困惑した表情で、ハウはそれを見て満足げに微笑む。
「いつもポーカーフェイスのお前でも、そんな顔をするんだな」
そういわれて、ロ・ガイは想わず俯いた。
だが、ハウは彼の顎を掴み、上向かせる。
「私を抱くと言う事が、組織…父に対する反逆だとおもっているのか？」
そう言われ、ロ・ガイが、逸らしていた視線をハウにむけると、ハウは先ほどまでとは違い、真剣な表情で言った。
「組織の嫡子である私と色恋は御法度だと言いたいんだろうが…お前の主人は、三叔か？それとも父か？。私ではないのか？いつか私が父の後を継ぐ。その時、お前は私の前から去るのか？誰かの命令だけで私の側にいるのなら、お前に用は無い。けれど、私に就いているなら、お前が私を抱きたいのなら抱けば良い。誰にも何も言わせない。お前が私に命をかけるように、私も私の力を持ってお前を守るから。」
ハウは、そう言い終えると、少し哀しげに微笑んだ。
「…」
ロ・ガイは、おもわず出ない声を出そうと口を開いた。
俺に愛されているという自信ありげな台詞、計算なのか？それでなければ、天性のものか？
人を魅了する色気というか…力を持って居る。
ロ・ガイは、観念した様に一度眼を閉じる。
「お前は誰のものだ？」
ロ・ガイはハウに腕を伸ばして抱き寄せると、彼の問いに、口付けで答えた。
--　罠に落ちたのは、俺の方。いつか、俺は彼に殺される。
それさえ、本望だと…今は思える。


---　一九九五年

　あれから数年が過ぎ、ハウに妻子が出来た。
　だが、それで何かが変わる程、彼等は湿った関係ではない。
　そして、潜入の仕事も続けている。
　本当は潜入を辞め、ハウと一緒に居たいという気持ちが無い訳ではない。
　けれど、それとこれとは別の次元で、「警察官」である事に誇りを持っていたし、黒社会を憎んでもいた。
　それに、こんな自分を助けてくれたルクsirに出来るだけ報いたかった。
　だから、潜入を辞める事は出来なかった。
　心の奥で、葛藤が無いと言えば嘘になる。

　ある日、ロ・ガイはポケベルに並んだ数字を見て驚いた。
ルクからの連絡。
　何気ない数字の羅列は、2人しか解らない暗号。
〔ハウの弟、ヤンは潜入捜査官だ〕
　数字はそう紡がれて居る。
　最近、三叔がンガイ家に連れてきたハウの弟。
　刑務所から出所した後、三叔がンガイ家に連れてきたのだが、本当はハウが手を回した事くらい、ヤンも知って居るだろう。
　ロ・ガイがヤンに初めて会ったのは数年前で、彼の母の入院先だった。
　たしかにヤンが警察学校に通っていた事は知って居る。
　そして、ハウとの関係が学校にバレて退学になった事も…。
　とりあえず、ロ・ガイは理論的に考えた。
　確かにヤンは潜入としては最適かもしれない。
　疑われるはずの無い血筋と言う武器。
　しかし、どうしようもない胸騒ぎを覚えた。
　ヤンはウォンｓｉｒの潜入だと言う。
　ロ・ガイはヤンに自分の身分は明かさず、それとなく見張るべきなのだと悟った。
　ルクが言いたい事は、多分自分と同じだ。
　彼に実の兄を逮捕させると言うのか？
　小さな溜息をつくと、ポケベルの履歴を削除した。
　だが、同時に、思い浮かぶ…
　彼ならば、ハウを逮捕できるのではないか？と…。
　自分はハウを逮捕できないだろうと気がついていた。
　そう思い、自嘲する。
　ハウはヤンを手に入れたがっていた。
　それは傍から観ていてまるで片思いの恋のようだった。
　嫉妬は無い。それが性的な意味を持っていたとしても、不思議と嫉妬心や焦りはどこにも生まれなかった。

　それから、数日後。
---　人が最期に見る景色は、どんな景色なのだろう？
　ロ・ガイは、以前みた映画の台詞を、ふと思い出した。
　いつ観たのか何の映画だったのかは覚えてはいなかったが、たしかこんな感じだった、この言葉だけはハッキリ覚えていた。
「お前達は数日の間、ハワイにでも行っていてくれ。」
　ハウは妻にそういうと、妻の唇に軽く口付けた。
　妻は黒社会の大ボスの妻らしからぬ、儚い表情で彼を見つめた。
　それを、ハウは宥める様に彼女を胸に抱き、彼女の背を撫でた。
　何かあればすぐに家に来るハウの実姐の方が余程マフィアの妻らしい。
　が、ハウの妻もさすが、亡き先代が選んだ妻、外見とは裏腹に裡には芯が通っていて、すぐに凛とした表情で、
「娘と、貴方のお帰りをお待ちしていますわ。」
　と、優雅な声で言うと、書斎を出て行った。
　ハウはそれを見送ると、書斎に二人きりになったロ・ガイに言った
「十四日、先週伝えておいた、大事な取引があるから、よろしく。」
　ロ・ガイは頷きながら、ふと思い当たる。
十四日はクワンの命日だと。その途端、胸に起こるざわめきはいつになく激しいものだった。
「お前に出会ってもう、七年なんだな…」
　ハウは呟く様にそういった。
　ロ・ガイは、いつもの様に無口なままで、ハウの言葉を聞いていた。
「何故だろう、最近…妙にお前と出会った頃の事を思い出す。
あの頃、私はこの家を、父を、正直なところ鬱陶しいと思っていた。家族が嫌いなわけではなく、ただ、父のやっている家業が嫌いだった。しかし、兄は、逃げた。医者と言う家業に逃げたのだ。阿義はまだ子供でそれほど優秀ではなかったし、必然的に私が、父の跡を継ぐことに決まっていた。その為に、父は私に”孝”という名をつけたのかもしれないとさえ思ったよ。」
　ハウは、そこまで言うと、眼鏡を外し、いつもの席から立ちあがる。
　ロ・ガイに、ソファに座る様に促すと、自らテーブルの上の酒を注いでロ・ガイに渡した。
　ロ・ガイは、少し恐縮な面持ちでそれを受け取り、唇を濡らした。
「私は…本当はンガイ家の為とはいえ、いつ壊れるか知れない暗い世界を歩くのは…いつか…表の世界に戻りたいんだよ。黒社会が、本当は…」
　そこまで吐き出す様に言ったが、ハウは最後の言葉を飲み込み、自嘲の表情を浮かべるとロ・ガイを見つめた。
「私は、弱い人間だ。本当はお前がいないと、今でも崩れそうになる。」
　ロ・ガイは、隣りに座っていたハウの肩をそっと抱き寄せ、
彼を、胸に抱きしめた。
　そのまま、ハウは瞼を閉じ、ロ・ガイの胸の鼓動を聞いた。
少しの沈黙が、二人を包む。
　それから、その沈黙を破ったのはハウ。
「こんな風に、弱音が言えるのはお前だけだ。」
　そういって、見上げたハウに、ロ・ガイは何かを言おうと口を開いたが
　その唇をハウに塞がれた。

　ただ、二人の吐息が交じり合う様に重なり、重い暗闇に、熱が篭る。
　ハウは、ロ・ガイに力強く抱きしめて欲しいと縋る様に、彼の背に回した腕に力を込めた。
　今は、ただ、出会った頃の様に、二人でその肌の温もりを貪る。
　時折交わされる笑みの中に、ほんの少し、悲しみが混じる。しかし、それを何故と問う事はしない。
　してはいけないのだと、何故か解っていた。
--　お前は、私のものだ。そうだよな？
　ロ・ガイは、ハウに投げ掛けられた、いつかの言葉を思い出す。
　そして、思う
…　この人を救えるのは、俺ではなく…お前だ…ヤン。

　夜が明け始めた頃、隣りで眠るハウの寝顔を見つめた。
　黒社会のボスとは思えぬ、安心しきった寝顔。
　それは、隣りに信頼できる者が居るからの寝顔なのか？
　ロ・ガイは、そう思い、苦笑した。
　ベッドから降り、そっと…寝室を出て、ベランダに出る。
　夏の朝は早い。朝日が、ゆっくりと上がってきた。
　それを眺めながら煙草を取り出し、火をつけ、思考を起す。
　ヤンも十四日の取引の事は知って居る。
　たぶん、この事を知っているのは…三叔とヤンと自分だけだろう。
　この情報を警察に流したとしてまず疑われるのは…自分だ。
　しかし、ヤンがこの情報を流さないわけが無い。
　…ロ・ガイはふと、思う
　もしかしたら、ハウはヤンが潜入だと気がついて居るかもしれない。
　自分の思い過ごしかもしれないが、ハウなら知っていても可笑しくないとさえ思える。
　嫌な予感。
　胸に込み上げる、不安と、重い痛み。
　思わず自らの胸元を掴み、予感を押さえる。
　解って居る。この情報をルクsirにも伝えるべきだと。
　そうしなければ…ヤンは……
　もしかしたら、自分は捨て駒なのだろうか？
　ハウは、万が一の時に、ヤンが潜入であるという現実を見たくないために俺を利用しようと言うのか？
　そんな疑念さえ思わず浮かんでくる。
　だが、それでも…
　本望だ。
　ロ・ガイは、胸から手を離すと、焼けた空を遠くに睨みつけた。
それは、決意。

ロ・ガイは部屋で小さな紙にペンを走らせる。
何度か書き直しながら、胸に色々な事が込み上げる。
自分に”声”さえあれば、とも思う。
そうすればハウともっと意思を通じ合えたかもしれない。
だが、湿った言葉を紡ぎ出すくらいならば、そんなもの、無くて良かったと今は思える。
　ありふれた愛の言葉を投げ掛けても、あの人の心に触れる事は出来ない。
　自分たちが居たのは
　色恋の関係よりももっと深く…そして冷たい世界だった。
　だから、多分、多くの言葉はイラナイ。

書き上げた、小さな伝言…いや、遺言かも知れないメモを、ロ・ガイはそっと、ハウの日記に挟みこんだ。
　昔は、ハウの日記を潜入の目的で覗いた事もあったが、今は読みたくない。読むのが…怖い。
　だから、何も観ずに鍵を閉め。そっと、書斎の机に戻した。
これはきっと、俺の最期の想い。

----
我和尓各有立場　這是我的職責
不過　我想站在朋友立場　我應該向尓交持一聲

對不起　阿考…
----


　そして、嵐の過ぎたばかりの静寂の夜に銃声が響く。
　ただ、灼熱の衝撃がロ・ガイの躰を襲った。
　いつかは来る、その時が来ただけの事。
　ロ・ガイが最期に見た景色は、
　ハウの哀しげな、静かな怒りの瞳。

　　お前が私に命をかけるように、
　　私も私の力を持ってお前を守るから
　
　　お前は誰のものだ？

俺は、貴方のもの。
貴方の為に、先に地獄で待っているから…。

あの、灼熱の炎の中で。
